
以下の問いについて、該当する記号に○をしてください。（設問によっては複数回答有り）

該当するものがない場合は、その他欄に自由に記載してください。

あなた自身について

① 性別をお答えください。

②

ア イ ウ エ オ

カ キ ク ケ コ

サ シ

　

③ お住まいの地域をお答えください。

ア 八橋地区 イ 浦安地区 ウ 下郷地区 エ 上郷地区 オ 古布庄地区

カ 赤碕地区 キ 成美地区 ク 安田地区 ケ 以西地区

④ 職業をお答えください。

ア 有職（正規職員） イ 有職（非正規職員） ウ 農業 エ 自営業

オ 現在は働いていない カ 学生 キ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

⑤ お子さんはおられますか。

→ ア イ ウ エ

人口減少についての意識について

⑥

ア

イ

　　いる

　　いない

４人以上１人 ２人 ３人人数は

【問２】

琴浦町の人口は現在18,315人（2015年3月末）ですが、2040年には12,702人に減少すると国立社
会保障・人口問題研究所の推計結果が公表されています。
あなたはこの推計結果を知っていましたか。

ア 知っている

イ なんとなく聞いたことがある

ウ 知らなかった

地方創生に関する町民アンケート

【問１】

ア 　　男性

イ 　　女性

70歳以上

年齢をお答えください。

50～54歳 55～59歳 60～64歳

65～69歳

20歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

40～44歳 45～49歳



⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

ア 国や地方が税収減となり、行政サービスが低下する

イ 年金の減額、社会保険料や医療費の増額など、社会保障にかかる個人の負担増

ウ 地域を支える担い手の不足や地域活力の低下

ウ 人口減少はやむを得ないが、なるべく減少に歯止めをかけるべき

エ

キ 地域の伝統や文化の喪失

ク スポーツ、文化、娯楽などの余暇を楽しむ機会の減少

ケ それほど影響はない

エ
農山村の魅力づくりや福祉の充実など、人口減少社会の中でも安心して暮らせる地
域を目指す取り組み

オ
介護や認知症予防など、高齢者への施策の充実で安心して暮らせる地域を目指す取
り組み

カ 地域を担う子どもの教育環境の整備とふるさとを慕う気持ちの醸成を目指す取り組み

キ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※1　社会減・・・ある地域の人口が、他地域への転出によって生じる減少。転入と転出の差が
　　　マイナスとなる場合。

前の設問⑩で選んだもののうち、あなたが特に影響が大きいと考えること及び不安に感じることに
ついて、ア～コの中から1つ選んでください。

回答欄

イ 人口減少は望ましくなく、現在程度の人口維持を目指すべき

琴浦町の人口減少が進行していった場合に生じる社会への影響について、あなたが影響が大
きいと考えること及び不安に感じることを、次のうちから3つ以内で選んでください。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

琴浦町の人口が減少していくことについて、あなたの考えに最も近いものを1つ選んでください。

ア 人口減少は望ましくなく、現在より増加するよう努力すべき

人口減少はやむを得ない

オ

過疎化の進行による土地の荒廃

オ 労働力人口の減少などによる地域産業の衰退

カ 人口減少による消費減などで、商店などのにぎわいが喪失

イ
転出等による社会減（※1）を減少させるための、移住促進や定住・Ｕターンなどの取り
組み

ウ
子育て支援やワーク・ライフ・バランス等の充実により、結婚・出産・子育ての希望をか
なえる取り組み

エ

コ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

前の設問⑧で選んだもののうち、あなたが特に影響が大きいと考えること及び不安に感じることに
ついて、ア～コの中から1つ選んでください。

回答欄

人口減少を克服し、活力ある社会を目指して、琴浦町が今後取り組むべきことについて、最も
重視すべきことは何だと思いますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 産業を振興し、雇用を拡大させて、経済を活性化させる取り組み



人口減少対策の具体的取り組みについて

⑫

⑬

⑭

ウ 正規雇用の拡大や雇用のミスマッチ解消

エ 6次産業化（※2）・ブランド化などによる農林水産業の振興

オ 女性管理職の登用拡大や職域拡大など女性の活躍促進

【問３】

地域経済の活性化を行う際に、どのような取り組みに力を入れるべきと考えますか。次の中か
ら3つ以内で選んでください。

ア 企業誘致、起業しやすい環境の整備などによる新規産業の創出

イ 生産性向上や商圏拡大の支援などによる商工業の振興

ケ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

転出等による社会減への対策を行う際に、どのような取り組みに力を入れるべきと考えます
か。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 移住者、Ｕターン者の増加に向けた情報発信やサポート体制の充実

イ 正規雇用の拡大や雇用のミスマッチ解消

※2　6次産業・・・農林水産業（第1次産業）、食品加工（第2次産業）、流通販売・情報サービス
　　　（第3次産業）を一体化した新たな食農ビジネスの取り組み。

カ 自然など本町の素材を生かした観光産業の振興

キ 学校、企業等と連携したキャリア教育の推進など若者の人材育成

ク 産業振興につながる道路等の整備及びインターネット環境等の社会基盤の整備

カ ショッピングモールや娯楽施設の誘致などによる地域のにぎわいづくり

キ ふるさとへの誇りと愛着の醸成等により出身者のＵターンを目指す取り組み

ク その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

イ 若い世代の経済的安定

ウ 起業など若者がチャレンジしやすい環境の整備

エ 若者による地域の魅力づくりの支援

オ 道路等や下水道など生活環境の整備や公共交通機関の充実

サ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

結婚・出産・子育ての希望をかなえ少子化に歯止めをかけるため、どのような取り組みに力を
入れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 結婚につながる出会いの機会創出

ウ 仕事と家庭の両立（ワーク・ライフ・バランス等）による働き方の見直し

エ
育児休業の取得や再就職支援など妊娠・出産しても安心して働き続けられる職場環
境の整備

幼児教育や少人数学級などによる教育環境の整備

ケ 病児・病後児保育、一時・休日保育、放課後児童クラブ等の保育環境の充実

コ 生命の大切さ、家庭の大切さといった価値観の醸成

オ 妊娠・出産・子育てに関する相談体制や医療体制の整備

カ
保育料軽減や進学のための奨学金制度の充実などによる子育て・教育における経済
的な負担の軽減

キ 多子世帯に対する支援の充実

ク



⑮

⑯

⑰

⑱

子どもと高齢者の交流などによる異世代間の交流

イ 体験活動や多くの人との交流により、豊かな人間性を育む取り組み

イ 高齢者の社会活動への参加促進

ウ
買い物・通院等が不便・困難な地域へのサービスなど地域生活における生活上の不
便を解消する施策の充実

地域を担い、ふるさとを慕う子どもの育成に関する取り組みを行う際に、どのようなことに力を
入れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 個々の学力・能力を高める教育の充実

キ 町営バスの維持など公共交通網の整備

キ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ウ 地域を教材とした学習により、ふるさとの魅力を知り、愛着を育む取り組み

エ 保育園から小中学校を通じた、仲間との絆を育てる取り組み

オ 地域ぐるみで子どもを育て、見守る環境づくり

カ 子どもが安全に遊べる公園や防犯体制の整備

人口減少社会の中でも安心して暮らせる地域づくりを行う際に、どのような取り組みに力を入
れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 自治会や地域の活動の活性化などの地域のつながり、顔の見える社会の創出

イ

カ スポーツ、文化芸術に触れる機会の充実及び活動の促進

キ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

エ 地域と都市住民、大学生との交流

オ 女性が生き生きと活躍できる場の創出

カ 空き家の撤去、住宅の耐震化など安心して暮らせる居住環境の整備

ク その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

高齢者や若者など地域住民の社会活動の参加増

地域の活性化、にぎわいの創出を目指した取り組みを行う際に、どのような取り組みに力を入
れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 駅前や国道9号周辺などの活性化

ウ 地域の防災、防犯、治安の向上に向けた住民同士のネットワークづくり

エ 女性が能力を生かし、活躍できる社会づくり

オ 廃校舎、公民館などの施設を利用した小さな拠点（※3）づくり

※3　小さな拠点・・・小学校区など複数の集落が集まる地域において、日常生活に不可欠な
　　　施設や地域活動を行う場を集約し（小さな拠点）、各集落をコミュニティバスなどで結ぶ
　　　ことで持続可能な集落地域づくりを目指す取り組み。

※4　健康寿命・・・日常的に介護を必要としないで、自立した生活ができる生存期間のこと。

イ 観光資源など地域資源を生かしたまちづくり

ウ

高齢者への施策の充実等による安心して暮らせる地域づくりを行う際に、どのような取り組み
に力を入れるべきと考えますか。次の中から3つ以内で選んでください。

ア 介護予防や認知症予防など、健康寿命（※4）の向上を目指す取り組み

エ 介護を必要とする高齢者への施策の充実

オ 介護施設等の増設

カ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



琴浦町の将来展望や新たなニーズについて

⑲ 琴浦町の自慢を1つ挙げるとしたら何だと思いますか。

〈自由記載欄〉 （豊かな自然、牛乳、グルメ、子育てしやすい町・・・など）

⑳ その他に、琴浦町の魅力として今後、新たに広く町外にPRしていくべきものは何だと思いますか。

〈自由記載欄〉

◎ その他、琴浦町のこれからのまちづくりについて、ご意見等がありましたらお聞かせください。

〈自由記載欄〉

ご協力ありがとうございました。

【問４】


